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日本は IMO設立以来の理事国
日本は、 IMO の事業計画や予算等の審議を行う IMO 理事会のメンバーとして、 IMO 設立以来、 選挙で選出され続けて

おり、 IMO の活動に主要国として積極的に参画しています。

○現理事国（40カ国、任期は2024～ 2025年の 2年間）
カテゴリーA
主要海運国 日本、韓国、中国、パナマ、米国、イタリア、英国、ギリシャ、ノルウェー、リベリア

カテゴリーB
主要荷主国 インド、カナダ、ブラジル、オランダ、スペイン、ドイツ、フランス、スウェーデン、オーストラリア、UAE

カテゴリーC
その他海事関係国

インドネシア、シンガポール、フィリピン、マレーシア、バングラデシュ、チリ、バハマ、メキシコ、ジャマイカ、
ペルー、キプロス、デンマーク、マルタ、フィンランド、トルコ、サウジアラビア、カタール、エジプト、ケニア、
モロッコ









　近年、 世界的に関心が高まっている自動運航船について、 国土交通省では、 2030 年頃の本格的な商

用運航の実現を目指して取り組みを進めています。

　自動運航船の実現により、 海難事故の回避による安全性向上、 船員の負担軽減などの効果が期待され

ており、 我が国は情報通信技術やビッグデータ解析といった最先端技術を用いた技術開発を進めるととも

に、 国際的なルール整備を主導しています。

　我が国は国際海運2050年カーボンニュート

ラルの実現を目指すことを掲げており、この目

標を達成するためには、ゼロエミッション船の

導入が必要不可欠です。

　国土交通省では、関係省庁と連携しながら水

素やアンモニア等を燃料とするゼロエミッショ

ン船のコア技術となるエンジン等の開発・実証

を実施しており、エンジン等の国産化により我

が国海事産業の競争力を高め、新たな市場の獲

得を目指しております。
ゼロエミッション船のイメージ

ゼロエミッション船の開発に向けて





　舶用工業は、船舶の安全運航等のために設置され
ている設備(エンジン、発電機、航海設備、救命設
備等)について製造・修理を行う重要な産業です。
　原材料の高騰・入手難による舶用工業製品の安定
供給への懸念や韓国・中国市場の国際競争が激化し
ているため、経済安全保障推進法においてサプライ
チェーンの強靭化を図るべき物資として船舶関連機
器を指定※するなど、産業基盤の整備を進めるとと
もに国際競争力の強化等を図っています。
　また、厳しい環境課題の克服、海難事故の防止等
を図るため、舶用品の技術開発に取り組んでいます。
※政府全体として、船舶関連機器に加え、医薬品、肥料、半導体、
重要鉱物などを政令で指定

　造船業は、 四面を海に囲まれた我が国にとって必要

不可欠な海上輸送に使用する船舶を安定的に供給し、

経済安全保障を支えています。 また、 一般的に、 製

造業の海外生産比率が高まる中、 造船業は国内生産

に占める地方圏での生産比率が高く、 地域経済 ・雇

用の中核的な役割を担っています。

　国土交通省では、 造船業における国際競争力の強

化等を図るべく、 デジタル ・ トランスフォーメーションに

よる生産性向上、 新燃料船の開発・普及、 人材の確

保・育成などの政策に取り組んでいます。
シップ・オブ・ザ・イヤー 2023 受賞船

ONE INNOVATION ／ ONE INFINITY
（写真は ONE INNOVATION）

　舶用工業は、 船舶の安全運航等のために設置され

ている設備 ( エンジン、 発電機、 航海設備、 救命設

備等 ) について製造・修理を行う重要な産業です。

　原材料の高騰 ・入手難による舶用工業製品の安定

供給への懸念や韓国・中国市場の国際競争が激化し

ているため、 経済安全保障推進法においてサプライ

チェーンの強靭化を図るべき物資として船舶関連機器

を指定※するなど、 産業基盤の整備を進めるとともに

国際競争力の強化等を図っています。

　また、 厳しい環境課題の克服、 海難事故の防止等

を図るため、 舶用品の技術開発に取り組んでいます。

※政府全体として、 船舶関連機器に加え、 医薬品、 肥料、 半導体、

重要鉱物などを政令で指定

　世界単一市場を形成する国際造船市場において、 各国の政策等は、 市場の

競争環境に直ちに影響するため、 造船業の健全な発展のためには多国間での

政策協調が不可欠です。

　我が国は、 造船に関する唯一の多国間フォーラムである OECD 造船委員会に

参画し、 公的支援の適正化や透明性確保等を推進することで、 国際造船市場

の健全化や公正な競争条件の確保に取り組んでいます。

エンジン クランクシャフト

ソナー プロペラ

　舶用工業は、船舶の安全運航等のために設置され
ている設備(エンジン、発電機、航海設備、救命設
備等)について製造・修理を行う重要な産業です。
　原材料の高騰・入手難による舶用工業製品の安定
供給への懸念や韓国・中国市場の国際競争が激化し
ているため、経済安全保障推進法においてサプライ
チェーンの強靭化を図るべき物資として船舶関連機
器を指定※するなど、産業基盤の整備を進めるとと
もに国際競争力の強化等を図っています。
　また、厳しい環境課題の克服、海難事故の防止等
を図るため、舶用品の技術開発に取り組んでいます。
※政府全体として、船舶関連機器に加え、医薬品、肥料、半導体、
重要鉱物などを政令で指定
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